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発行日 平成２５年６月１３日 第１号

学校再編協議会だより （右京・船津・延命）

発行者 学校再編協議会 会長：和田洋子 副会長：本田栄一、井上茂樹

学校再編協議会発足【６月５日】
右京中学校・船津中学校・延命中学校が、平成２７年４月に再編され、新しい中学校が生まれ

ます。そのため、右京・船津・延命中学校再編協議会が発足し、第１回の会合が右京中学校で開
かれました。まず、協議会に先立ち、本市教育委員会を代表して宮田教育長がご挨拶されました。

宮田 忠雄 教育長 ご挨拶（要旨）
本協議会の設置については、平成２３年度に策定しました第二次実施計画に基づく右京・

船津・延命中学校の再編を円滑に行うため、教育委員会から、右京・船津・延命の３校に「学
校再編協議会」の設置及び、協議会委員の選出をお願いしましたところ、委員の皆様には、
本協議会の趣旨をご理解いただき、快くお引き受けいただきましたことに対しまして、心よ
り感謝申し上げます。

さて、右京・船津・延命中学校は、昭和２２年に右京中学校が第１中学校として創立後、
昭和２３年に船津中学校が第７中学校として右京中学校から分離創立、また昭和２６年に延
命中学校が右京中学校から分離創立されたという歴史を持つわけですが、既にそれぞれが
６０年以上の長い歴史を持ち、すばらしい伝統を築いてきた学校でございます。しかしなが
ら、皆様ご存知のとおり社会情勢の変化により、全市的に児童生徒数が減少してきており、
その傾向は３校においても同様であり、再編を計画したものです。教育委員会としましては、
大牟田市立の中学校初となるこの３校の再編により新しい学校を開校するにあたり、各学校
の歴史と伝統を引き継ぎながら、教育環境の向上を目指したいと考えております。

この協議会においては、これから新校開校までの約２年間、校名案の検討、校歌・校章の
決定、通学路の安全対策、小学校にはありませんでした制服の決定など開校に必要な様々な
事項についてご協議いただくことになります。

特に、新校の校名につきましては、最終的には市議会の議決を経て決定することになりま
すけれども、保護者や地域、学校、子どもたち等のご意見を尊重して決めさせていただくた
めに、当協議会に諮問を行います。

本協議会委員の皆様には、大変ご苦労をおかけしますが、平成２７年４月の新校の円滑な
開校を迎えることができますよう、熱心なご協議をどうぞよろしくお願い申し上げます。

＜学校再編協議会の役員選出＞
学校再編協議会では、「協議会要綱」の説明の後、会長に右京中学校の和田洋子校長、副会長

に船津中学校の本田栄一校長と延命中学校の井上茂樹校長を選出しました。
その後、宮田教育長から和田会長に「新校の学校名案について」の諮問が行われました。

新校の学校名案諮問理由

学校は、児童生徒の人格の形成を期すとともに
地域社会の生活・文化・教育の向上に大きな役割
を担っています。したがって、右京・船津・延命
中学校の再編整備に伴い開校する新しい学校には、
子どもたちの学びの場及び地域社会形成の拠点と
なるにふさわしい学校名を定める必要があります。

なお、答申に当たっては、学校関係者、保護者
及び地域の方々の意見が充分反映されるようお願
いいたします。

＜大牟田市教育委員会＞
教育長から協議会長への諮問
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◇ 学校再編協議会委員名 ◇
右 京 中 学 校 船 津 中 学 校 延 命 中 学 校

役 職 氏 名 役 職 氏 名 役 職 氏 名
右京中校長 和 田 洋 子 船津中校長 本 田 栄 一 延命中校長 井 上 茂 樹

右京中教頭 城 﨑 清 彦 船津中教頭 平 井 隆 弘 延命中教頭 坂 本 美也子

右京中ＰＴＡ会長 松 岡 高 広 船津中ＰＴＡ会長 岩 本 浩 之 延命中ＰＴＡ会長 森 龍一郎

右京中ＰＴＡ副会長 狩 野 恵理子 船津中ＰＴＡ副会長 山 田 繁 宏 延命中ＰＴＡ副会長 嶋 本 和 俊

天領校区まちづくり協議会会長 大 滝 裕 久 みなと校区運営協議会副会長 荒 木 隆 次 上官校区連協会長 落 合 敏 也

天領校区民児協会長 坂 井 勝 典 みなと校区運営協議会副会長 尾 崎 優 次 大牟田校区連協会長 萬 矢 勝 保

天領小校長 坂 本 智 典 みなと小校長 立 神 裕 輝 上官小校長 次郎丸 敏 博

天領小教頭 大 坪 將 みなと小教頭 山 田 恵 子 大牟田小校長 石 橋 邦 男

天領小ＰＴＡ会長 徳 永 篤 みなと小ＰＴＡ会長 蓮 尾 修 上官小ＰＴＡ会長 原 田 雄 樹

天領小ＰＴＡ書記 小 迫 由紀子 みなと小ＰＴＡ副会長 上 野 珠 美 大牟田小ＰＴＡ会長 平 野 義 広

☆第１回学校再編協議会協議内容☆
今回の協議会では、次のような「学校再編

協議会」の協議事項及び日程についての協議
を行いました。

（１）学校名について
これまでの再編と同じように アンケート

を実施し、平成 25 年 11 月を目途に教育委員
会に答申する。校名案の選定方針として、既
存校を閉校し新校を開校するため、旧校名は
使用しないこと、協議会でなるべく１案に絞
ることとしました。

（２）校章・校歌について
校名の検討に合わせて、校歌・校章の決

定方法や作成者の決定等を協議し、平成 26
年度に作成する計画となりました。

（３）施設設備について 学校再編協議会の協議風景
施設整備の要望書を平成 25 年 11 月頃までに

作成し、提出することになりました。
（４）通学路安全対策について

現地調査を実施して要望事項を協議、平成 25 年 10 月に関係機関へ要望書を提出します。
（５）制服について

アンケート調査を行い、検討していくこととなりました。
（６）その他について

・３校の資料の保存、ＰＴＡ組織、学校施設開放委員会の再編、学校と地域の連携等につい
て、協議を進めます。

・協議会で協議・決定された内容は、「学校再編協議会だより」で、保護者、地域組織、
地区公民館に配布し、お知らせします。

・学校再編協議会の開催については、基本的に毎月１回程度、右京中学校を会場に開催する
こととなりました。次回は、７月５日（金）午後７時から行います。

・荒尾市に対して中学校再編当時の関係者に第２回の協議会への出席について依頼すること
になりました。

和田洋子会長あいさつ

生徒たちの学ぶ環境を整えるために、この再編が行われます。在校生は
もちろん地域・卒業生の皆さまにとって、学校は心のふるさとです。

３校の伝統を受け継ぎつつ、学校の活性化を目指したいと思います。
生徒の目線に立った協議によって、生徒が新校でよりスムーズに学校生

活が送れるよう、お願いいたします。

【学校再編協議会事務局 右京・船津・延命中学校】


